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一般にはなじみの薄い電波天文学。でもそこにも豊かな宇宙の物語が潜ん

でいます。「宇宙全集」を読み説くひとつのカギが電波天文学です。

高梨直紘（東京大学）

平松正顕（国立天文台ALMA推進室）

雪原に立つ野辺山45m電波望遠鏡。パラボラは絵

にもなりますね。

今月のお題

電波で見る宇宙

Twitterアカウント @tenpla 好評運用中！

　突然ですが、皆さんは電波天文学についてど

のような印象をお持ちでしょうか？本誌の読者

の方であれば名前くらいは聞いたことがある方

もいらっしゃると思います。一昔前の映画『コ

ンタクト』でジョディー・フォスター演じる女

性天文学者が巨大な電波望遠鏡で地球外知的生

命からの電波を観測していたのを思い出す方も

いらっしゃるかも知れません。

 この電波天文学の分野では、実は日本は昔か

ら世界の第一線を走ってきました。1982 年に

完成した国立天文台野辺山 45m 電波望遠鏡は、

波長 3mm ほどの電波を観測できる望遠鏡として

は今も世界最大口径の座を守っていますし、銀

河中心のブラックホールの存在の証明、生まれ

たばかりの星を取り巻いて回転するガスの発見

など、科学的成果も枚挙にいとまがありません。

また現在の JAXA 宇宙科学研究所が 1997 年に

打ち上げた電波天文観測衛星「はるか」は、地

上の電波望遠鏡と連携して地球直径を超える規

模の電波望遠鏡として世界ではじめて天文学観

測を行いました。

 しかし、その成果の公表はなかなか難しいも

のです。「電波で宇宙を見る」ということがピ

ンとこないという声はよく聞きますし、光学望

遠鏡で撮影された画像に比べて電波画像は一般

に解像度が低く見栄えがしない、というのも事

実です。とはいっても、そこに甘んじていては

もったいない。多波長観測と理論の協力による

研究が現代天文学においてはとても重要で、そ

れでこの豊かな宇宙がよりよく理解できるとい

うものです。

 幸いにも、巨大なパラボラアンテナが動くさ

まは多くの人の興味を引きます。可視光画像と

重ねるなど提示の仕方を工夫すれば電波画像だ

って魅力的に見えるでしょうし、現在チリに建

設中の ALMA 望遠鏡はハッブル宇宙望遠鏡の最

大 10 倍の解像度でこれまでの電波画像のイメ

ージを一新してくれるでしょう。そしてもちろ

ん、電波天文学研究からも惑星系の誕生や銀河

の進化など豊かな宇宙の物語が紡ぎだされてい

きます。さらに研究を支えるいろいろな「人」

の存在も、特別宇宙好きではない人にも訴求力

を持つ、科学的成果とは別の切り口での天文学

の物語を有しているよい素材に違いありません。

 こんなことを書いているのは、私（平松）が

国立天文台電波天文学分野の広報担当に着任す

るからです。国立天文台での大学院生時代、台

湾中央研究院での研究員時代に培った天文学研

究と天文学普及の経験を活かして、リアルな研

究現場からエキサイティングな研究成果を伝え

ていきたいと思っています。様々な切り口で、

様々な人に、豊かな宇宙の姿を。これからも、

ご支援よろしくお願いします。


